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目的 
 アクアポリン３（AQP-3）は皮膚のケラチノサイトに存在し、その欠損により総称治癒の遅延が生じる。従っ

てAQP-3の発現亢進には創傷治癒促進作用が期待できる。本研究では、ケイガイ（荊芥、Schizonepetae 

Spica）エキスのAQP-3発現亢進作用を利用した新規創傷治癒促進薬の開発を目標に、ケイガイの活性成分

の単利構造解析を行った。 
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Schizonepetae Spica 

AQP3 発現亢進作用の比較 

ケラチノサイト細胞株DJM-1の遊走活性に対するケイガイエキスの作用 

Control 荊芥 1 mg/ml 

24
時
間
後 

直
後 

ケラチノサイト細胞株DJM-1の単層培養の一部をピペットチップの先端で掻き取り，その後 
ケイガイエキス存在下あるいは非存在下に24時間培養し，掻き取った細胞間隙の幅を計測 
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In vivo 

In vitro 

ケイガイエキス経口投与後の創傷面積変化 

ケイガイエキス投与量 10 mg/kg ケイガイエキス投与量 1 g/kg 

Day after wound 

・AQP-3発現亢進作用を持つケイガイエキス中の活性成分がウルソール酸とローズマリー酸と同定された。 

   ss-7も活性が高かったものの、量が少なかったため更なる分画、同定を断念。 

・ケイガイエキスの経口投与10 mg/kgでは創傷治癒促進作用は認められなかったが、1 g/kgの高容量で著名  

   な創傷治癒促進作用が認められた。 

・In vitro系での実験により、ケイガイエキスはケラチノサイト遊走能を促進させることを確認した。 

 またsiRNAを導入し、AQP-3を消失させた細胞ではケイガイエキスによるケラチノサイト遊走能も消失している  

    ことから、ケイガイエキスがAQP-3の発現亢進を介して創傷治癒促進作用を示すことが確認された。 

 

AQP-3のsiRNAを導入しAQP-3を消失させた
ケラチノサイト細胞株との比較 

ケイガイエキスによるケラチノサイト遊走能の比較 

AQP3 発現亢進作用の比較 

不溶性画分 


